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講師：森 茂生 大阪府立大学工学研究科 教授 
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演題：電子顕微鏡を用いた強相関磁性材料の 
   磁気的微細構造解析 
 
磁気抵抗物質、らせん磁性体やマルチフェロイック物質等での磁気的・誘電的微細構
造（磁区構造や強誘電ドメイン構造）について研究を行っている。例えば、強相関磁
性材料では、各磁区内での磁気モーメントの大きさ、磁壁の特徴（ブロッホ磁壁や
ネール磁壁など）や磁区構造の周期性やカイラリテイの判別について調べるとともに、
透過型電子顕微鏡内で磁界型対物レンズの励磁を制御して、薄膜観察試料に垂直
方向に磁場印加し、磁気的微細構造の磁場応答について調べている。本セミナーで
は、透過型電子顕微鏡を用いた小角電子線散乱(SAES)法について紹介するとともに、
(1)巨大磁気抵抗物質La1-xSrxMnO3で見出されたスピンテキスチャー構造、(2)らせん
磁性体での磁気的微細構造の実空間・逆空間観察、(3)マルチフェロイック物質等で
見出されているカイラル的ドメイン構造 について報告する[1-10]。 
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